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略歴

著書・論文等

○

取組の内容

Y・エンゲストロームの野火的活動理論の検討と再構成 ―流動性と学習の分析指標として―（修士論文）

流動創生

H27より、多様な形で地域に関わる外部人材（関係人口）に対し「流動的なライフスタイル」の実践を支援し、地域
間の人材流動を図る事業です。
これまでに実施した「南越前町流動創生事業」では、次のような構成で企画立案～運営を行いました。
１． 全国巡業企画RoundTrip（ラウンドトリップ）
主に都市部在住者7～8人で車に乗り合わせ、3～8地域を4日～2週間程度かけて巡ります。各地では宿泊場所
を無償で提供いただき（1～2泊）、代わりに地域貢献活動を行います。
２． 町内滞在企画StopOver（ストップオーバー）
主に都市部在住者が地域の拠点（元空き家の一般民家等）に無償で滞在し、代わりに地域貢献活動（援農、空
き家改修、地
域イベント等）に参画します。
３． 情報戦略、流動文化醸成
都市部でのイベントの開催、実践者インタビュー、ブログ記事の公開等、社会情勢や都市部在住者の関心に応じて
情報戦略を展開しています。

福井拠点の地域関係者（農家）とのやりとり 都内住宅地での地域産品行商支援



実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

（H27～R2年度）
◆町内に訪問・滞在し、何らかの地域活動に参加された方：のべ300名程度
◆町外での流動創生主催イベントに参加された方：のべ150名程度
◆関係人口に関する掲載・登壇
・雑誌『ソトコト』(2019年3月号)「続・関係人口入門」掲載
・大分県主催「大分で会いましょう。「関係人口サミット」in 別府市・大分市」登壇
（動画：https://www.youtube.com/watch?v=Y13b0f77gGk）

地域住民と都市部在住者が相手を搾取することなく、双方にとって良い形で関係を築くことが重要と考え
ています。
私自身の都市の暮らし・地方の暮らしの経験を踏まえ、地方と都市両方の立場や事情に寄り添いながら
アクションを提案・支援するようにしています。

2019年4月より立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科に所属し、教育学・心理学の視点で「流動
性と学習」について研究しています。新型コロナウイルス感染症による物理的な移動と密のリスクが高まる
中、改めて人間にとって「流動性とは何か」を考え、安全や安心を守りながら人間らしく生きる方法を模索
しています。



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

地域中核企業等の支援 その他

その他

その他 その他

地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

○ 滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

○ 地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 人材研修

○ 地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

○ その他 複数地域間の巡業企画 その他

その他 その他

働き方改革 ふるさと教育

子どもの貧困対策 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

住民参加 その他

その他

メールアドレス flowlifelab〔アットマーク〕gmail.com

FlowLife Laboratory https://www.flowlifelab.com/
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